
【最終日補正】令和 7年度一般会計補正予算（第 1号） 概要 
 

 

１．補正予算額 

会計区分 補正前 今回補正 補正後 

一般会計 78,074,000千円 126,422千円 78,200,422千円 

 

 

２．補正内容 

(1)市議会議員補欠選挙執行への対応  

■事業背景 

令和 7年 3月３日付で、議長より議員欠員通知書を受領したことに伴い、公職選挙法に

基づき、市議会議員補欠選挙を市長選挙と同日で執行する必要があることから、これに対応

するもの。 

 

■事業概要（上記を踏まえた対応）  

  スケジュール 

   令和７年４月 ６日 公示 

   令和７年４月１６日 投開票 

 

■予算措置 

市議会議員補欠選挙費（選挙管理委員会事務局） 

予算科目 事業費 
財源 

特定財源 一般財源 

印刷製本費 731千円 0千円 731千円 

郵便料 1,020千円 0千円 1,020千円 

選挙公報配布 

業務委託料 
1,254千円 0千円 1,254千円 

公営ポスター掲示板 

撤去業務委託料 
2,904千円 0千円 2,904千円 

投票用紙読取分類機 

保守点検業務委託料 
635千円 0千円 635千円 

期日前投票所従事者 

派遣業務委託料 
532千円 0千円 532千円 

個人演説会会場借上料 ２００千円 0千円 ２００千円 

選挙運動公費負担金 4,368千円 0千円 4,368千円 

その他 218千円 0千円 218千円 

（合計） 11,862千円 0千円 11,862千円 

  

 

  



(２)帯状疱疹ワクチン定期接種化への対応  

■事業背景 

予防接種法が改正され、令和 7年４月１日より６５歳以上の方などを対象に帯状疱疹ワク

チンが定期接種化されることから、自己負担額の軽減をおこなうもの。また、この法改正に

伴い、５０歳から６４歳までの方を対象とした任意接種について、東京都より自己負担軽減に

対する補助の 1年間の期間延長が示されたことから、定期接種と同様、自己負担額の軽減

をおこなうもの。 

国および都から方針が示されたのが令和 7年１月末以降であり、当初予算編成に間に合

わない時期であったものの、４月１日より対応が必要であることから、補正予算により対応す

るもの。 

 

■事業概要（上記を踏まえた対応）  

①対象 

 （定期接種） 

(1)市内在住で、年度内に６５歳となる方 

※経過措置として、今後５年間に限り、その年度に７０歳、７５歳、８０歳、８５歳、９０歳、 

９５歳、１００歳になる方も対象 

※令和７年度に限り、１００歳以上の方も対象 

（２）市内在住の６０歳～６４歳で、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能の障害があり、 

日常生活がほとんど困難な方 

（任意接種） 

 市内在住の５０歳～６４歳の方（定期接種対象者除く） 

 

  ②スケジュール 

   令和７年４月１日より接種開始 

 

■予算措置 

予防接種経費（健康課） 

予算科目 事業費 
財源 

特定財源※ 一般財源 

印刷製本費 126千円 0千円 126千円 

郵便料 1,113千円 0千円 1,113千円 

予防接種業務委託料 88,638千円 13,748千円 74,890千円 

予防接種事務委託料 1,655千円 0千円 1,655千円 

予防接種データ入力等

業務委託料 
218千円 0千円 218千円 

（合計） 91,750千円 13,748千円 78,002千円 

※帯状疱疹ワクチン任意接種補助事業 

  



(3)大腸がん検診の事業者廃業に伴う対応  

■事業背景 

令和 7年度当初予算で予算化している大腸がん検診事業について、従前実施していた事

業者の事業終了に伴い、想定していた単価を超える金額が必要となることが判明したことか

ら、これに対応するもの。4月より事務を開始する必要があることから、補正予算により対応

するもの。 

 

■事業概要（上記を踏まえた対応）  

①対象 

日野市の健診を受診した方のうち、大腸がん検診を希望する方 

 

  ②スケジュール 

   令和７年４月～ 案内送付 

   令和７年５月～令和８年１月 検診実施 

 

■予算措置 

がん検診等事業経費（健康課） 

予算科目 事業費 
財源 

特定財源 一般財源 

大腸がん検診 

業務委託料 
20,511千円 0千円 20,511千円 

（合計） 20,511千円 0千円 20,511千円 

 

  



(4)路面下空洞調査の実施  

■事業背景 

令和７年１月２８日に埼玉県八潮市で発生した道路陥没事故を受け、下水処理場とつなが

る大口径の下水管が埋設されている市道を対象に、路面下の空洞の有無について緊急調査

をおこなうもの。 

市道の安全性を確認するため、緊急の調査が必要であることから、補正予算により対応す

るもの。 

 

■事業概要（上記を踏まえた対応）  

①対象 

多摩川流域下水道浅川水再生センターにつながる東京都多摩川流域下水道2系統が埋設

されている日野市道 2路線 

  (1)P35号線：延長 L=1000ｍ（浅川幹線(φ2200㎜・勾配 1‰) H2.8頃整備） 

  (2)石田 1-18 先市管理道路：延長 L=500m（日野幹線(φ2000 ㎜・勾配 1‰)   

H4.3頃整備） 

  

②調査方法 

探査車両の地中レーダーシステムにより、地下1.5m程度までの空洞や地下埋設物などを 

3次元で検出し調査 

 

③スケジュール 

   令和７年５月 調査実施 

 

■予算措置 

道路維持経費（道路課） 

予算科目 事業費 
財源 

特定財源 一般財源 

路面下空洞調査 

業務委託料 
2,299千円 0千円 2,299千円 

（合計） 2,299千円 0千円 2,299千円 

 

 


